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(57)【要約】
【課題】取得された超音波画像に応じて、最適な表示レ
イアウトを選択することができる超音波診断装置を提供
すること。
【解決手段】本実施形態に係る超音波診断装置１は、複
数の振動子を有する超音波プローブ１１と、前記超音波
プローブ１１を介して、被検体内部を超音波ビームで走
査する走査部１３と、前記走査部１３の出力に基づいて
複数の断層像のデータを発生する断層像データ発生部１
４と、前記断層像の表示枠の縦横比または前記断層像の
サイズと、前記断層像の同時表示枚数とに基づいて特定
の表示レイアウトを設定するレイアウト設定部１６と、
前記設定された表示レイアウトに従って前記断層像を表
示する表示部２１と、を具備することを特徴とする。
【選択図】　　　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の振動子を有する超音波プローブと、
　前記超音波プローブを介して、被検体内部を超音波ビームで走査する走査部と、
　前記走査部の出力に基づいて複数の断層像のデータを発生する断層像データ発生部と、
　前記断層像の表示枠の縦横比または前記断層像のサイズと、前記断層像の同時表示枚数
とに基づいて特定の表示レイアウトを設定するレイアウト設定部と、
　前記設定された表示レイアウトに従って前記断層像を表示する表示部と、
　を具備することを特徴とする超音波診断装置。
【請求項２】
　前記断層像のデータに基づいて、前記断層像の一部を表示領域として決定する表示領域
決定部をさらに具備し、
　前記レイアウト設定部は、
　前記表示領域と前記断層像の同時表示枚数とに基づいて、前記特定の表示レイアウトを
設定し、
　前記表示部は、前記設定された表示レイアウトに従って、前記断層像を前記表示領域で
表示すること、
　を特徴とする請求項１に記載の超音波診断装置。
【請求項３】
　前記表示領域決定部は、前記断層像の画素値に基づいて、前記表示領域を決定すること
、
　を特徴とする請求項２に記載の超音波診断装置。
【請求項４】
　前記表示領域決定部は、前記断層像のデータに関するＳ／Ｎ比に基づいて、前記表示領
域を決定すること、
　を特徴とする請求項２に記載の超音波診断装置。
【請求項５】
　前記断層像のデータは、ローデータであって、
　前記表示領域決定部は、走査線に沿った前記ローデータのＳ／Ｎ比に基づいて、前記表
示領域を決定すること、
　を特徴とする請求項２に記載の超音波診断装置。
【請求項６】
　前記表示領域決定部は、前記断層像における複数の画素値各々のＳ／Ｎ比に基づいて、
前記表示領域を決定すること、
　を特徴とする請求項２に記載の超音波診断装置。
【請求項７】
　前記縦横比は、前記断層像における縦方向の長さと横方向の長さとの比であること、
　を特徴とする請求項１に記載の超音波診断装置。
【請求項８】
　前記縦横比は、前記断層像における縦方向の画素数と横方向の画素数との比であること
、
　を特徴とする請求項１に記載の超音波診断装置。
【請求項９】
　前記縦横比は、前記断層像を拡大表示した拡大断層像の表示枠における縦方向の長さと
横方向の長さとの比であること、
　を特徴とする請求項１に記載の超音波診断装置。
【請求項１０】
　前記被検体に関する複数の医用画像を記憶する記憶部をさらに具備し、
　前記レイアウト設定部は、
　前記医用画像を前記断層像とともに同時表示する同時表示枚数と、前記断層像あるいは
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前記医用画像の表示枠の縦横比とに基づいて、前記特定の表示レイアウトを設定し、
　前記表示部は、前記設定された表示レイアウトに従って前記断層像を前記医用画像とと
もに表示すること、
　を特徴とする請求項１に記載の超音波診断装置。
【請求項１１】
　被検体内部に関する複数の断層像のデータを記憶する記憶部と、
　前記断層像の表示枠の縦横比または前記断層像のサイズと、前記断層像の同時表示枚数
とに基づいて、特定の表示レイアウトを設定するレイアウト設定部と、
　前記設定された表示レイアウトに従って前記断層像を表示する表示部と、
　を具備することを特徴とする医用画像処理装置。
【請求項１２】
　超音波診断装置に内蔵されたコンピュータに、
　被検体内部に関する複数の断層像のデータを発生させる断層像データ発生機能と、
　前記断層像の表示枠の縦横比または前記断層像のサイズと、前記断層像の同時表示枚数
とに基づいて前記特定の表示レイアウトを設定させるレイアウト設定機能と、
　前記設定された表示レイアウトに従って前記断層像を表示させる表示機能と、
　を実現させることを特徴とする超音波診断装置制御プログラム。
【請求項１３】
　前記レイアウト設定部は、前記断層像における方位角または画像幅と、前記断層像の視
野深度と、前記同時表示枚数とに基づいて、前記特定の表示レイアウトを設定すること、
　を特徴とする請求項１に記載の超音波診断装置。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の実施形態は、被検体内を走査することにより被検体内部の臓器を画像化し、被
検体の疾患などを診断する超音波診断装置、医用画像処理装置、超音波診断装置制御プロ
グラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、超音波診断装置は、超音波プローブを被検体表面に当てるだけの簡単な操作で、
心臓の拍動、胎児の動きなどの様子を、リアルタイムで表示することができる。加えて、
超音波診断装置は、他の医用画像診断装置に比べて、安全性が高いため、繰り返し検査を
実行することができる。また、超音波診断装置は、Ｘ線診断装置、Ｘ線コンピュータ断層
撮影装置、磁気共鳴イメージング装置、核医学診断装置などの他の医用画像診断装置に比
べて小さい。このため、超音波診断装置は、ベッドサイドへ移動させることにより、簡便
に検査を実行することができる。さらに、Ｘ線などによる被曝がないため、超音波診断装
置は、産科および在宅医療等においても使用することができる。
【０００３】
　近年、高周波プローブの開発、および画像処理技術の発展に伴って、超音波診断装置の
分解能は、飛躍的に向上している。この分解能の向上に伴い、近年整形外科の分野におけ
る超音波診断装置の利用が急増している。整形外科における診断の一例として、被検体の
左右の同部位（例えば、腕、足など）各々を超音波診断装置で走査することにより発生さ
れた２枚の超音波画像が、一つの画面に並列して表示されることがある。つまり、被検体
の左右の同部位を一つの画面に並列して表示することにより、患側と健側との比較がしば
しば行われる。また、疾患部位付近において角度を変えて撮像した２つの断層像が、並列
させて表示されることもある。
【０００４】
　このとき、２つの断層像は、表示画面上の左右に並列表示される。しかしながら、特に
乳腺領域、および整形外科において表在領域が観察される場合、図８に示すように、被検
体表面からの深さが１乃至３ｃｍ程度のごく浅い領域に着目されることが多い。この場合



(4) JP 2013-144050 A 2013.7.25

10

20

30

40

50

、左右並列表示を実行するためには、例えば、図９のように、表示画面の表示領域に収ま
るように、所定の幅で表示画像の左右端部を非表示にする必要がある。また、図１０に示
すように、走査範囲の全画角に対して左右並列表示を実行するためには、断層像を縮小さ
せる必要がある。いずれにしても、表示画面の下半分の領域には何も表示されないため、
表示画面を有効に使用できていない問題がある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　表示画面上において、２つの断層像の左右並列表示と上下並列表示とは、超音波診断装
置により予めいずれかの並列表示として設定されている。このとき、操作者は、所望する
並列表示を設定するために、入力装置を介して設定の変更を入力する必要がある。また、
左右並列表示と上下並列表示とが選択可能である場合、操作者は、入力装置を介して、い
ずれか一方の表示を選択する必要がある。一方、整形外科での超音波診断の検査において
、触診をする感覚で気軽に超音波診断装置の操作を実行できることが望まれている。また
、整形外科の分野では、超音波診断装置の操作に慣れていない操作者が多いため、できる
だけ細かなボタン操作なしで、超音波診断の検査を終えたいという要求が高まっている。
また、入力装置にて使用されるボタンの数を極力減らすような要求が高まっている。整形
外科での超音波検査においては素早く診断を行うことが望まれている。このため、画像表
示の設定のための細かな操作を省略して診断を行ってしまうことが多い。このとき、標準
の画像表示の設定から変更することは実施されず、表示領域を大きく保ったまま全身の運
動器官を表示して診断を行ってしまうことがある。
【０００６】
　以上のことから、２つの断層像の左右並列表示と上下並列表示とを実行するにあたって
、操作者は、細かなボタン操作を実行しなければならない問題がある。加えて、操作者が
所望する超音波画像の表示領域は検査の状況に合わせて大きく変わりうるが、表示領域は
変更されずに、そのままとなっている問題がある。また、表示領域の設定は操作者にとっ
て負担となる問題がある。
【０００７】
　目的は、取得された超音波画像に応じて、最適な表示レイアウトを選択することができ
る超音波診断装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本実施形態に係る超音波診断装置は、複数の振動子を有する超音波プローブと、前記超
音波プローブを介して、被検体内部を超音波ビームで走査する走査部と、前記走査部の出
力に基づいて複数の断層像のデータを発生する断層像データ発生部と、前記断層像の表示
枠の縦横比または前記断層像のサイズと、前記断層像の同時表示枚数とに基づいて特定の
表示レイアウトを設定するレイアウト設定部と、前記設定された表示レイアウトに従って
前記断層像を表示する表示部と、を具備することを特徴とする。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】図１は、第１の実施形態に係る超音波診断装置の構成を示す構成図である。
【図２】図２は、第１の実施形態に係り、走査部の構成の一例を示す構成図である。
【図３】図３は、第１の実施形態に係り、断層像データ発生部の構成の一例を示す構成図
である。
【図４】図４は、第１の実施形態に係り、発生された断層像の縦横比と、画像の同時表示
枚数とに基づいて、複数の表示レイアウトから特定の表示レイアウトを選択する手順を示
すフローチャートである。
【図５】図５は、第１の実施形態に係り、特定の表示レイアウトで、２枚の断層像の表示
の一例を示す図である。
【図６】図６は、第２の実施形態に係る超音波診断装置の構成の一例を示す図である。



(5) JP 2013-144050 A 2013.7.25

10

20

30

40

50

【図７】図７は、第２の実施形態に係り、発生された断層像のデータに基づいて、断層像
の表示領域を決定し、決定された表示領域の縦横比と、画像の同時表示枚数とに基づいて
、複数の表示レイアウトから特定の表示レイアウトを選択する手順を示すフローチャート
である。
【図８】図８は、従来の超音波画像の一例を示す図である。
【図９】図９は、従来の２画像並列表示に係り、表示画像の左右端部を非表示にした断層
像の一例を示す図である。
【図１０】図１０は、従来の２画像並列表示に係り、走査範囲の全画角を表示するために
縮小した断層像の一例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下、図面を参照しながら本実施形態に係わる超音波診断装置を説明する。なお、以下
の説明において、略同一の構成を有する構成要素については、同一符号を付し、重複説明
は必要な場合にのみ行う。
【００１１】
　（第１の実施形態）　
　図１は、第１の実施形態に係る超音波診断装置１の構成を示す構成図である。同図に示
すように、超音波診断装置１は、超音波プローブ１１、装置本体１２、表示部２１、装置
本体１２に接続され操作者からの各種指示・命令・情報を装置本体１２に取り込むための
入力装置２２を有する。加えて本超音波診断装置１には、心電計、心音計、脈波計、呼吸
センサに代表される図示していない生体信号計測部およびネットワークが、後述するイン
ターフェース部２０を介して接続されてもよい。なお、超音波診断装置１は、図示してい
ない位置検出部を有していてもよい。
【００１２】
　超音波プローブ１１は、複数の圧電振動子と、整合層と、複数の圧電振動子の背面側に
設けられるバッキング材とを有する。複数の圧電振動子は、圧電セラミックス等の音響／
電気可逆的変換素子である。複数の圧電振動子は並列され、超音波プローブ１１の先端に
装備される。なお、一つの圧電振動子が一チャンネルを構成するものとして説明する。圧
電振動子は、後述する走査部１３における超音波送信ユニット１３１から供給される駆動
信号に応答して超音波を発生する。超音波プローブ１１を介して被検体Ｐに超音波が送信
されると、送信された超音波（以下、送信超音波と呼ぶ）は、被検体内の生体組織におけ
る音響インピーダンスの不連続面で反射される。圧電振動子は、反射された超音波を受信
し、エコー信号を発生する。エコー信号の振幅は、超音波の反射に関する不連続面を境界
とする音響インピーダンスの差に依存する。また、送信超音波が移動している血流、およ
び心臓壁等の表面で反射された場合のエコー信号の周波数は、ドプラ効果により、移動体
（血流および心臓壁の表面）の超音波送信方向の速度成分に依存して偏移する。
【００１３】
　以下、超音波プローブ１１は、１次元アレイにより２次元走査するプローブとして説明
する。なお、超音波プローブ１１は、１次元アレイを複数の振動子の配列方向と直交する
方向に揺動させて３次元走査を実行するメカニカル４次元プローブであってもよい。また
、超音波プローブ１１は、メカニカル４次元プローブに限定されず、２次元アレイプロー
ブであってもよい。
【００１４】
　整合層は、被検体Ｐに対する超音波の送受信を効率よくするために、複数の圧電振動子
の超音波放射面側に設けられる。バッキング材は、圧電振動子の後方への超音波の伝搬を
防止する。
【００１５】
　なお、超音波プローブ１１は、所定位置を基準とした超音波プローブ１１の位置情報を
取得する位置センサを有していてもよい。所定位置とは、例えば、超音波診断装置１の装
置本体１２の位置である。なお、所定位置は、後述する入力装置２２を介した操作者の指
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示により、適宜調整可能である。例えば入力装置２２から入力を受けたときの超音波プロ
ーブ１１の位置を所定位置として定義してもよい。なお、所定位置は、被検体の体表面に
初めに当接される位置であってもよい。
【００１６】
　位置検出部は、位置センサから出力されたプローブ位置情報を用いて、所定位置を基準
とした超音波プローブ１１の位置と、超音波プローブ１１の向きとを検出する。具体的に
は、位置検出部は、所定位置を基準とした絶対座標系上に超音波プローブ１１の位置と向
きを決定する。以下、絶対座標系上における超音波プローブ１１の位置と向きとを総称し
て、プローブ座標と呼ぶ。位置検出部は、プローブ座標を後述する画像生成ユニット１４
３などに出力する。
【００１７】
　装置本体１２は、走査部１３と、断層像データ発生部１４と、縦横比計算部１５と、レ
イアウト選択部１６と、シネメモリ１７と、画像合成部１８と、記憶部１９と、インター
フェース部２０と、制御プロセッサ（中央演算処理装置：Ｃｅｎｔｒａｌ　Ｐｒｏｃｅｓ
ｓｉｎｇ　Ｕｎｉｔ：以下ＣＰＵと呼ぶ）２３とを有する。
【００１８】
　図２は、走査部１３の構成の一例を示す図である。走査部１３は、超音波送信ユニット
１３１と超音波受信ユニット１３２とを有する。超音波送信ユニット１３１は、後述する
ＣＰＵ２３による制御のもとで、超音波プローブ１１における複数の圧電振動子各々に駆
動信号を供給する。
【００１９】
　具体的には、超音波送信ユニット１３１は、パルス発生器１３１Ａと送信遅延回路１３
１Ｂと、パルサ回路１３１Ｃとを有する。パルス発生器１３１Ａは、所定のレート周波数
ｆｒＨｚ（周期：１／ｆｒ秒）で、送信超音波を形成するためのレートパルスを繰り返し
発生する。発生されたレートパルスは、チャンネル数に分配され、送信遅延回路１３１Ｂ
に送られる。送信遅延回路１３１Ｂは、複数のチャンネルごとに、送信超音波をビーム状
に収束し、かつ送信指向性を決定するために必要な遅延時間（以下、送信遅延時間と呼ぶ
）を、各レートパルスに与える。送信超音波の送信方向または送信遅延時間（以下、送信
遅延パターンと呼ぶ）は、後述する記憶部１９に記憶される。記憶部１９に記憶された送
信遅延パターンは、後述するＣＰＵ２３により超音波の送信時に参照される。パルサ回路
１３１Ｃは、このレートパルスに基づくタイミングで、超音波プローブ１１の振動子ごと
に電圧パルス（駆動信号）を印加する。これにより、超音波ビームが被検体に送信される
。
【００２０】
　超音波受信ユニット１３２は、プリアンプ１３２Ａ、図示していないアナログディジタ
ル（Ａｎａｌｏｇ　ｔｏ　ｄｉｇｉｔａｌ（以下、Ａ／Ｄと呼ぶ））変換器、受信遅延回
路１３２Ｂ、加算器１３２Ｃを有する。プリアンプ１３２Ａは、超音波プローブ１１を介
して取り込まれた被検体Ｐからのエコー信号をチャンネル毎に増幅する。Ａ／Ｄ変換器は
、増幅された受信エコー信号をディジタル信号に変換する。受信遅延回路１３２Ｂは、デ
ィジタル信号に変換された受信エコー信号に、受信指向性を決定するために必要な遅延時
間（以下、受信遅延時間と呼ぶ）を与える。エコー信号の受信方向または受信遅延時間（
以下、受信遅延パターンと呼ぶ）は、後述する記憶部１９に記憶される。記憶部１９に記
憶された受信遅延パターンは、後述するＣＰＵ２３により超音波の受信時に参照される。
加算器１３２Ｃは、遅延時間が与えられた複数のエコー信号を加算する。この加算により
、超音波受信ユニット１３２は、受信指向性に応じた方向からの反射成分を強調した受信
信号（ＲＦ（ｒａｄｉｏｆｒｅｑｕｅｎｃｙ）信号ともいう）を発生する。この送信指向
性と受信指向性とにより超音波送受信の総合的な指向性が決定される。この総合的な指向
性により、超音波ビーム（いわゆる「超音波走査線」）が決まる。
【００２１】
　図３は、断層像データ発生部１４の構成の一例を示す図である。断層像データ発生部１
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４は、Ｂモード処理ユニット１４１と、ドプラ処理ユニット１４２と、画像生成ユニット
１４３とを有する。断層像データ発生部１４は、断層像データを発生する。断層像データ
とは、後述するローデータおよび後述する超音波画像のデータである。
【００２２】
　Ｂモード処理ユニット１４１は、図示していない包絡線検波器、対数変換器などを有す
る。包絡線検波器は、走査部１３から出力された受信信号に対して包絡線検波を実行する
。包絡線検波器は、包絡線検波された信号を、後述する対数変換器に出力する。対数変換
器は、包絡線検波された信号に対して対数変換して弱い信号を相対的に強調する。Ｂモー
ド処理ユニット１４１は、対数変換器により強調された信号に基づいて、各走査線および
各超音波送受信における深さごとの信号値（Ｂモードデータ）を発生する。
【００２３】
　なお、超音波プローブ１１がメカニカル４次元プローブである場合や２次元アレイプロ
ーブである場合、Ｂモード処理ユニット１４１は、被走査領域におけるアジマス（Ａｚｉ
ｍｕｔｈ）方向、エレベーション（Ｅｌｅｖａｔｉｏｎ）方向、深さ方向（以下レンジ（
Ｒａｎｇｅ）方向と呼ぶ）にそれぞれ対応付けて配列された複数の信号値からなる３次元
Ｂモードデータを発生してもよい。レンジ方向とは、走査線上の深さ方向である。アジマ
ス方向とは例えば、１次元超音波振動子の配列方向に沿った電子走査方向である。エレベ
ーション方向とは、１次元超音波振動子の機械的揺動方向である。なお、３次元Ｂモード
データは、複数の画素値または複数の輝度値などを、走査線に沿って、アジマス方向、エ
レベーション方向、レンジ方向にそれぞれ対応付けて配列させたデータであってもよい。
また、３次元Ｂモードデータは、被走査領域において予め設定された関心領域（Ｒｅｇｉ
ｏｎ　Ｏｆ　Ｉｎｔｅｒｅｓｔ：以下ＲＯＩと呼ぶ）に関するデータであってもよい。ま
た、Ｂモード処理ユニット１４１は、３次元Ｂモードデータの代わりにボリュームデータ
を発生してもよい。以下、Ｂモード処理ユニット１４１で発生されるデータをまとめて、
Ｂモードデータ呼ぶ。
【００２４】
　ドプラ処理ユニット１４２は、図示していないミキサー、低域通過フィルタ（Ｌｏｗ　
Ｐａｓｓ　Ｆｉｌｔｅｒ：以下ＬＰＦと呼ぶ）、速度／分散／Ｐｏｗｅｒ演算デバイス等
を有する。ミキサーは、走査部１３から出力された受信信号に、送信周波数と同じ周波数
ｆ０を有する基準信号を掛け合わせる。この掛け合わせにより、ドプラ偏移周波数ｆｄの
成分の信号と（２ｆ０＋ｆｄ）の周波数成分を有する信号とが得られる。ＬＰＦは、ミキ
サーからの２種の周波数成分を有する信号のうち、高い周波数成分（２ｆ０＋ｆｄ）の信
号を取り除く。ドプラ処理ユニット１４２は、高い周波数成分（２ｆ０＋ｆｄ）の信号を
取り除くことにより、ドプラ偏移周波数ｆｄの成分を有するドプラ信号を発生する。
【００２５】
　なお、ドプラ処理ユニット１４２は、ドプラ信号を発生するために、直交検波方式を用
いてもよい。このとき、受信信号（ＲＦ信号）は、直交検波されＩＱ信号に変換される。
ドプラ処理ユニット１４２は、ＩＱ信号を複素フーリエ変換することにより、ドプラ偏移
周波数ｆｄの成分を有するドプラ信号を発生する。ドプラ信号は、例えば、血流、組織、
造影剤によるエコー成分である。
【００２６】
　速度／分散／Ｐｏｗｅｒ演算デバイスは、図示していないＭＴＩ（Ｍｏｖｉｎｇ　Ｔａ
ｒｇｅｔ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ）フィルタ、自己相関演算器等を有する。ＭＴＩフィルタ
は、発生されたドプラ信号に対して、臓器の呼吸性移動や拍動性移動などに起因するドプ
ラ成分（クラッタ成分）を除去する。自己相関演算器は、ＭＴＩフィルタによって血流情
報のみが抽出されたドプラ信号に対して、自己相関値を算出する。自己相関演算器は、算
出された自己相関値に基づいて、血流の平均速度値、分散値、ドプラ信号の反射強度等を
算出する。速度／分散／Ｐｏｗｅｒ演算デバイスは、複数のドプラ信号に基づく血流の平
均速度値、分散値、ドプラ信号の反射強度等に基づいて、カラードプラデータを発生する
。以下、ドプラ信号とカラードプラデータとをまとめて、ドプラデータと呼ぶ。
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【００２７】
　また、ドプラデータとＢモードデータとをまとめてローデータ（Ｒａｗ　Ｄａｔａ）と
呼ぶ。なお、ローデータは、エコー信号のうち、送信超音波の高調波成分によるＢモード
データ、および被検体内の生体組織に関する弾性データであってもよい。Ｂモード処理ユ
ニット１４１およびドプラ処理ユニット１４２は、発生したローデータを画像生成ユニッ
ト１４３に出力する。なお、Ｂモード処理ユニット１４１およびドプラ処理ユニット１４
２は、発生したローデータを後述する縦横比計算部１５に出力してもよい。また、Ｂモー
ド処理ユニット１４１およびドプラ処理ユニット１４２は、発生したローデータを後述す
るシネメモリ１７に出力することも可能である。
【００２８】
　画像生成ユニット１４３は、図示していないディジタルスキャンコンバータ（Ｄｉｇｉ
ｔａｌ　Ｓｃａｎ　Ｃｏｎｖｅｒｔｅｒ：以下ＤＳＣと呼ぶ）を有する。画像生成ユニッ
ト１４３は、ＤＳＣに対して、座標変換処理（リサンプリング）を実行する。座標変換処
理とは、例えば、ローデータからなる超音波スキャンの走査線信号列を、テレビなどに代
表される一般的なビデオフォーマットの走査線信号列に変換することである。画像生成ユ
ニット１４３は、座標変換処理に続けて補間処理を、ＤＳＣに対して実行する。補間処理
とは、隣り合う走査線信号列におけるローデータを用いて、走査線信号列間にデータを補
間する処理である。
【００２９】
　画像生成ユニット１４３は、ローデータに対して座標変換処理と補間処理とを実行する
ことにより、表示画像としての超音波画像を生成する。なお、画像生成ユニット１４３は
、生成した超音波画像に対応するデータ（以下、画像データと呼ぶ）を記憶する画像メモ
リを有していてもよい。画像生成ユニット１４３は、画像データを後述する縦横比計算部
１５および画像合成部１８に出力する。以下、Ｂモードデータを用いて発生された超音波
画像をＢモード画像と呼ぶ。また、ドプラデータを用いて発生された超音波画像をドプラ
画像と呼ぶ。以下の説明において、Ｂモード画像およびドプラ画像をまとめて断層像と呼
ぶ。
【００３０】
　なお、画像生成ユニット１４３は、図示していない位置検出部から出力されたプローブ
座標から決まる被検体の断面の位置情報を、発生された超音波画像に付帯させてもよい。
予め他の医用画像装置で発生しておいたボリュームデータを後述する記憶部１９に記憶さ
せておくことで、画像生成ユニット１４３は、このボリュームデータと被検体の断面の位
置情報とから、生成された超音波画像の断面位置に対応する医用画像を生成してもよい。
【００３１】
　縦横比計算部１５は、後述する表示部２１で表示されている超音波画像の表示枠のサイ
ズを取得する。具体的には、縦横比計算部１５は、例えば、２画像並列表示を実行する指
示が入力装置２２を介して操作者により入力されると、表示されている超音波画像の表示
枠の縦の長さと横の長さとを取得する。２画像並列表示を実行する指示とは、例えば、２
つの医用画像を並列させて表示する画像並列表示モードの入力ボタンの操作である。なお
、画像並列表示モードは、２画像に限定されない。画像並列表示モードは、任意の枚数で
、画像を並列させることが可能である。なお、入力装置２２を介して入力される情報は、
２画像並列表示を指示する情報の代わりに、同時に並列表示される画像の枚数（以下、同
時表示枚数と呼ぶ）であってもよい。また、同時表示枚数は、２枚に限定されない。以下
、説明を簡単にするために、入力装置２２を介して入力される同時表示枚数は、２枚であ
るものとする。なお、縦横比計算部１５は、画像生成ユニット１４３で生成された超音波
画像の表示枠のサイズを取得してもよい。また、縦横比計算部１５は、超音波画像に替え
て画像生成ユニット１４３が生成する医用画像の表示サイズを取得してもよい。なお、上
記医用画像は、後述するレイアウトの設定において、用いられてもよい。
【００３２】
　縦横比計算部１５は、表示サイズの横の長さに対する表示サイズの縦の長さの比（以下
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、縦横比と呼ぶ）を計算する。なお、縦横比計算部１５は、縦の長さの比に対する横の長
さの比を計算してもよい。縦横比計算部１５は、計算した縦横比を後述するレイアウト設
定部１６に出力する。なお、縦横比計算部１５は、縦横比として、超音波画像の表示枠の
サイズにおける縦方向の画素数と横方向の画素数とを取得してもよい。このとき、縦横比
計算部１５は、縦横比として、横方向の画素数に対する縦方向の画素数の比を計算する。
超音波画像が拡大表示されている場合、縦横比計算部１５は、拡大表示されている超音波
画像の表示領域に対して、縦横比を計算する。
【００３３】
　レイアウト設定部１６は、図示していないメモリに、同時表示枚数に対応する閾値（以
下、同時表示閾値と呼ぶ）を記憶する。レイアウト設定部１６は、同時表示枚数が入力装
置２２を介して入力されると、同時表示枚数に対応した同時表示閾値を、メモリから読み
出す。レイアウト設定部１６は、縦横比と同時表示閾値とを比較する。なお、同時表示閾
値は、後述する記憶部１９に記憶されてもよい。
【００３４】
　例えば、レイアウト設定部１６は、縦横比が同時表示閾値以上である場合、記憶部１９
に予め記憶された複数の表示レイアウトから特定の表示レイアウトを、複数の断層像を表
示させるためのレイアウトとして設定する。複数の表示レイアウトとは、例えば、左右並
列に並べたｎ画像の表示（ｎは２以上の整数）、上下並列に並べたｍ画像の表示レイアウ
ト（ｍは２以上の整数）などである。特定の表示レイアウトとは、例えば、左右並列２画
像を表示する表示レイアウト（以下、左右並列レイアウトと呼ぶ）である。レイアウト設
定部１６は、設定した左右並列レイアウトを記憶部１９から画像合成部１８に出力させる
指示を、後述するＣＰＵ２３に出力する。
【００３５】
　また、レイアウト設定部１６は、縦横比が同時表示閾値未満である場合、予め記憶部１
９に記憶された複数の表示レイアウトから特定の表示レイアウトを設定する。特定の表示
レイアウトとは、例えば、上下並列２画像を表示する表示レイアウト（以下、上下並列レ
イアウトと呼ぶ）である。レイアウト設定部１６は、設定した上下並列レイアウトを記憶
部１９から画像合成部１８に出力させる指示を、後述するＣＰＵ２３に出力する。
【００３６】
　なお、上記説明は、縦横比が横の長さに対する縦の長さの比である場合の説明である。
縦横比として、縦の長さに対する横の長さの比を用いた場合、上記説明は以下のようにな
る。
【００３７】
　レイアウト設定部１６は、縦横比が同時表示閾値以上である場合、複数の表示レイアウ
トから上下並列レイアウトを、複数の断層像を表示させるためのレイアウトとして設定す
る。レイアウト設定部１６は、設定した上下並列レイアウトを記憶部１９から画像合成部
１８に出力させる指示を、後述するＣＰＵ２３に出力する。レイアウト設定部１６は、縦
横比が同時表示閾値未満である場合、記憶部１９に記憶された複数の表示レイアウトから
左右並列レイアウトを、複数の断層像を表示させるためのレイアウトとして設定する。レ
イアウト設定部１６は、設定した左右並列レイアウトを記憶部１９から画像合成部１８に
出力させる指示を、後述するＣＰＵ２３に出力する。
【００３８】
　なお、レイアウト設定部１６は、断層像のサイズと断層像の同時表示枚数とに基づいて
、特定の表示レイアウトを設定することも可能である。断層像のサイズとは、例えば、断
層像の表示枠の縦の長さと横の長さとである。具体的には、レイアウト設定部１６は、縦
の長さと横の長さとのうち短い方の長さを特定する。レイアウト設定部１６は、短い方の
長さの方向（縦または横）に関して、入力された同時表示枚数に亘って複数の断層像を並
列表示させる表示レイアウトを、複数の断層像を表示させるためのレイアウトとして設定
する。
【００３９】
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　なお、レイアウト選択部１６は、予め記憶された複数の表示レイアウトから特定の表示
レイアウトを選択する動作に替えて、縦横比と同時表示枚数の情報に基づき特定の表示レ
イアウトを都度計算して生成する動作を行っても構わない。
【００４０】
　また、レイアウト設定部１６は、断層像における方位角または画像幅と、断層像の視野
深度と、同時表示枚数とに基づいて、特定の表示レイアウトを設定することも可能である
。まず、断層像における方位角と、断層像の視野深度と、同時表示枚数とに基づいて、特
定の表示レイアウトを設定することについて説明する。レイアウト設定部１６は、断層像
が扇形の形状を有するＢモード画像である場合、断層像の視野深度と方位角とを走査部１
３から取得する。レイアウト設定部１６は、視野深度が大きく方位角が小さい場合、左右
並列レイアウトを、複数の断層像を表示させるためのレイアウトとして設定する。また、
レイアウト設定部１６は、視野深度が小さく方位角が大きい場合、上下並列レイアウトを
、複数の断層像を表示させるためのレイアウトとして設定する。
【００４１】
　次に、断層像における画像幅と、断層像の視野深度と、同時表示枚数とに基づいて、特
定の表示レイアウトを設定することについて説明する。画像幅とは、例えば超音波プロー
ブ１１が振動子を１次元に直線的に配列させたリニアプローブである場合、断層像の幅に
相当する。レイアウト設定部１６は、断層像の視野深度と画像幅とを走査部１３から取得
する。レイアウト設定部１６は、視野深度が大きく画像幅が小さい場合、左右並列レイア
ウトを、複数の断層像を表示させるためのレイアウトとして設定する。また、レイアウト
設定部１６は、視野深度が小さく画像幅が大きい場合、上下並列レイアウトを、複数の断
層像を表示させるためのレイアウトとして設定する。
【００４２】
　シネメモリ１７は、例えばフリーズする直前の複数のフレームに対応する超音波画像を
保存するメモリである。このシネメモリに記憶されている画像を連続表示（シネ表示）す
ることで、超音波動画像を表示することも可能である。
【００４３】
　画像合成部１８は、超音波画像に、種々のパラメータの文字情報および目盛等を合成す
る。画像合成部１８は、合成された超音波画像を表示部２１に出力する。画像合成部１８
は、記憶部１９から出力された特定の表示レイアウトに従って、縦横比の計算に用いられ
た超音波画像と、画像生成ユニット１４３で生成された超音波画像とを並列表示した並列
画像を発生する。例えば、縦横比の計算に用いられた超音波画像は、リアルタイムで表示
または更新されている超音波画像のうち、入力装置２２を介してフリーズ操作された時の
超音波画像である。画像生成ユニット１４３で生成された超音波画像とは、例えば、リア
ルタイムで表示または更新されている超音波画像である。なお、画像合成部１８は、記憶
部１９から出力された特定の表示レイアウトに従って、縦横比の計算に用いられた超音波
画像（リアルタイムで更新されている超音波画像）とシネメモリ１７に記憶された画像と
を並列表示した並列画像を発生してもよい。この時、シネメモリに記憶された画像は、シ
ネ表示（ループ再生）される。
【００４４】
　なお、並列画像における２種の超音波画像は、モードの異なる超音波画像であってもよ
い。例えば、縦横比の計算に用いられた超音波画像は、入力装置２２を介してフリーズ操
作されたときのＢモード画像であって、画像生成ユニット１４３で生成された画像は、ド
プラ画像であってもよい。画像合成部１８は、発生した並列画像を、後述する表示部２１
に出力する。
【００４５】
　なお、画像合成部１８は、特定の表示レイアウトに従って、縦横比の計算に用いられた
超音波画像と被検体に関する複数の医用画像のうち操作者により選択された医用画像とを
並列表示した並列画像を発生してもよい。医用画像とは、例えば、Ｘ線診断装置、Ｘ線コ
ンピュータ断層撮影装置、磁気共鳴イメージング装置、核医学診断装置などの他の医用画
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像診断装置により発生された被検体の過去の医用画像である。なお、画像合成部１８は、
記憶部１９から出力された特定の表示レイアウトに従って、縦横比の計算に用いられた超
音波画像と、縦横比の計算に用いられた超音波画像の断面位置に対応する医用画像とを並
列表示した並列画像を発生してもよい。生成された超音波画像と同じ断面の医用画像は、
後述するインターフェース部２０を介して、他の医用画像診断装置、または医用画像保管
通信システム（Ｐｉｃｔｕｒｅ　Aｒｃｈｉｖｉｎｇ　ａｎｄ　Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉ
ｏｎ　Ｓｙｓｔｅｍ：以下、ＰＡＣＳと呼ぶ）からダウンロードされてもよい。
【００４６】
　記憶部１９は、フォーカス深度の異なる複数の受信遅延パターンおよび複数の送信遅延
パターン、本超音波診断装置１の制御プログラム、診断プロトコル、送受信条件等の各種
データ群、断層像データ発生部１４で発生されたローデータおよび超音波画像、縦横比の
計算に関するアルゴリズム、複数の表示レイアウト、他の医用画像診断装置により発生さ
れた被検体に関する複数の医用画像およびボリュームデータ、生成された超音波画像の断
面位置に対応する被検体の過去の複数の医用画像、記憶されたボリュームデータと被検体
断面の位置情報とを用いて生成された超音波画像の断面位置に対応する医用画像を発生す
るアルゴリズム、同時表示閾値などを記憶する。
【００４７】
　インターフェース部２０は、入力装置２２、ネットワーク、図示していない外部記憶装
置および生体信号計測部に関するインターフェースである。装置本体１２によって得られ
た超音波画像等のデータおよび解析結果等は、インターフェース部２０とネットワークと
を介して他の装置に転送可能である。なお、インターフェース部２０は、ネットワークを
介して、図示していない他の医用画像診断装置で取得された被検体に関する医用画像を、
ダウンロードすることも可能である。
【００４８】
　表示部２１は、画像合成部１８の出力に基づいて、Ｂモード画像およびドプラ画像など
の超音波画像、または並列画像などを表示する。なお、表示部２１は、表示された画像に
対して、ブライトネス、コントラスト、ダイナミックレンジ、γ補正などの調整および、
カラーマップの割り当てを実行してもよい。
【００４９】
　入力装置２２は、インターフェース部２０に接続され操作者からの各種指示・命令・情
報・選択・設定を装置本体１２に取り込む。入力装置２２は、図示していないトラックボ
ール、スイッチボタン、マウス、キーボード等の入力デバイスを有する。入力デバイスは
、表示画面上に表示されるカーソルの座標を検出し、検出した座標を後述するＣＰＵ２３
に出力する。なお、入力デバイスは、表示画面を覆うように設けられたタッチコマンドス
クリーンでもよい。この場合、入力装置２２は、電磁誘導式、電磁歪式、感圧式等の座標
読み取り原理でタッチ指示された座標を検出し、検出した座標をＣＰＵ２３に出力する。
また、操作者が入力装置２２の終了ボタンまたはフリーズボタンを操作すると、超音波の
送受信は終了し、装置本体１２は一時停止状態となる。
【００５０】
　入力装置２２は、所定位置の調整、画像並列表示モードの指示、同時表示枚数などを、
装置本体１２に入力する。入力デバイスは、例えば、画像並列表示モードを入力するため
の釦を有する。
【００５１】
　ＣＰＵ２３は、操作者により入力装置２２を介して入力されたＢモードとドプラモード
との選択、フレームレート、被走査深度、送信開始・終了に基づいて、記憶部１９に記憶
された送信遅延パターン、受信遅延パターンと装置制御プログラムとを読み出し、これら
に従って装置本体１２および超音波プローブ１１を制御する。例えば、ＣＰＵ２３は、記
憶部１９から読み出した縦横比の計算に関するアルゴリズムに従って、縦横比計算部１５
を制御する。ＣＰＵ２３は、レイアウト選択部１６により複数の表示レイアウトから選択
された特定の表示レイアウトを、記憶部１９から読み出す。ＣＰＵ２３は、読み出した特
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定の表示レイアウトを、画像合成部１８に出力する。
【００５２】
　（画像並列表示機能）　
　画像並列表示機能とは、同時表示枚数に対応する同時表示閾値と超音波画像の縦横比と
に基づいて複数の表示レイアウトから特定の表示レイアウトを選択し、選択された特定の
表示レイアウトに従って、縦横比の計算に用いられた超音波画像と選択された医用画像と
を並列表示させる機能である。以下、画像並列表示機能に関する処理（以下、画像並列表
示処理と呼ぶ）を説明する。
【００５３】
　図４は、画像並列表示処理の手順を示すフローチャートである。　
　被検体Ｐに超音波が送信され、被検体の断層の超音波画像（以下、断層像と呼ぶ）が発
生される（ステップＳａ１）。発生された断層像が表示部２１に表示される。入力装置２
２を介して、操作者により画像並列表示モードおよび同時表示枚数が入力される（ステッ
プＳａ２）。この時、同時表示される医用画像が入力装置２２を介して選択されてもよい
。表示された断層像の表示枠の縦横比が計算される（ステップＳａ３）。計算された縦横
比と入力された同時表示枚数と同時表示閾値とに基づいて、複数の表示レイアウトから特
定の表示レイアウトが設定される（ステップＳａ４）。設定された特定の表示レイアウト
に従って、表示された断層像と選択された医用画像とが、表示部２１に表示される（ステ
ップＳａ５）。
【００５４】
　図５は、ステップＳａ５の処理において、特定の表示レイアウト（上下並列レイアウト
）で表示部２１に表示された２枚の断層像の一例を示す図である。図５の上下並列レイア
ウトにおいて、上段の超音波画像は、リアルタイムで更新される画像を示している。図５
の上下並列レイアウトにおいて、下段の超音波画像は、フリーズ操作された時の超音波画
像を示している。
【００５５】
　（変形例）　
　第１の実施形態との相違は、表示部２１で表示された超音波画像が入力装置２２を介し
て拡大表示された場合、拡大表示された超音波画像の表示枠のサイズを用いて、縦横比を
計算することにある。
【００５６】
　入力装置２２は、表示部２１に表示されたひとつの断層像を拡大表示するための指示（
ＺＯＯＭ：以下、拡大表示指示と呼ぶ）を入力する。なお、入力装置２２は、拡大表示指
示に加えて、表示部２１に表示されたひとつの断層像の表示領域を移動する指示（ＰＡＮ
：以下、表示領域移動指示と呼ぶ）を入力してもよい。
【００５７】
　表示部２１は、拡大表示指示の入力を契機として、表示された断層像を拡大表示する。
表示部２１は、表示領域移動指示の入力を契機として、表示された断層像の表示領域を移
動させる。
【００５８】
　縦横比計算部１５は、拡大表示された断層像（以下、拡大表示画像と呼ぶ）が表示部２
１で表示されている場合であって、２画像並列表示を実行する指示が入力装置２２を介し
て入力されると、拡大表示画像の表示枠のサイズを取得する。なお、縦横比計算部１５は
、表示領域を移動させた断層像（以下、表示領域移動画像と呼ぶ）が表示されている場合
であって、２画像並列表示を実行する指示が入力装置２２を介して入力されると、表示領
域移動画像の表示サイズを取得してもよい。以下、説明を簡単にするために、拡大表示画
像に対して縦横比計算部１５が実行する処理について説明する。
【００５９】
　具体的には、縦横比計算部１５は、表示部２１で表示されている拡大表示画像の表示枠
の縦の長さと横の長さとを取得する。縦横比計算部１５は、取得した横の長さと縦の長さ
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とを用いて縦横比を計算する。縦横比計算部１５は、計算した縦横比を後述するレイアウ
ト選択部１６に出力する。
【００６０】
　（画像並列表示機能）　
　第１の実施形態における画像並列表示機能との差異は、図４のフローチャートにおいて
、ステップＳａ１の処理とステップＳａ２の処理との間に、以下の処理が挿入されること
と、ステップＳａ３の処理が、以下のように変更されることにある。
【００６１】
　ステップＳａ１の処理とステップＳａ２の処理との間に挿入される処理は、入力装置２
２を介して、断層像を拡大表示させる処理である。
【００６２】
　ステップＳａ３の処理は、拡大表示された断層像の表示枠の縦横比が計算される処理に
変更される。
【００６３】
　以上に述べた構成によれば、以下の効果を得ることができる。　
　本超音波診断装置１によれば、表示されている断層像の表示枠の縦横比と同時表示枚数
とに基づいて、複数の表示レイアウトから並列表示に最適な特定の表示レイアウトを設定
し、設定された特定の表示レイアウトに従って、複数の断層像を表示することができる。
これにより、画像並列表示モードを操作者が選択すれば、操作者は追加の細かな指示を入
力する必要がなくなり、操作性が大幅に向上する。加えて、操作者の指示により拡大され
た断層像の表示領域を維持したままで、複数の断層像を表示することができる。
【００６４】
　本超音波診断装置１によれば、画像並列表示モードにおけるプリセットを変更すること
なしに、画像並列表示の最適な表示レイアウトを選択することができる。このため、様々
な部位を観察する整形外科およびリウマチ科において、超音波診断による検査効率が向上
する。加えて、本超音波診断装置１によれば、操作者によるボタン操作等が少ないため、
超音波診断装置１の操作に熟練していない操作者であっても、熟練者と同様な画像並列表
示を実行することができる。
【００６５】
　（第２の実施形態）　
　第１の実施形態との相違は、断層像データ発生部１４で発生された画像データまたはロ
ーデータに基づいて、表示部２１で表示される断層像の一部を表示領域として決定し、決
定された表示領域の縦横比と同時表示枚数とに基づいて、複数の表示レイアウトから特定
の表示レイアウトを設定し、設定された特定の表示レイアウトに従って、決定された表示
領域で断層像を表示することにある。
【００６６】
　図６は、第２の実施形態に係る超音波診断装置の構成の一例を示す図である。　
　表示領域決定部２４は、断層像データ発生部１４から出力された断層像の画像データに
基づいて、断層像の表示領域を決定する。　
　例えば、表示領域決定部２４は、生成された断層像における複数の画素値各々を第１の
閾値と比較する。表示領域決定部２４は、第１の閾値より小さい画素値を有する複数の画
素を特定する。表示領域決定部２４は、断層像の縦方向に平行に並ぶ複数の画素からなる
複数の列（以下、複数の画素列と呼ぶ）ごとに、特定された画素が断層像の下端から連続
して続く長さ（または画素数）を特定する。表示領域決定部２４は、複数の画素列にそれ
ぞれ対応する複数の長さのうち最も短い長さを断層像の縦方向の長さから差分する。表示
領域決定部２４は、断層像の上端から差分した長さの位置を、断層像の表示領域の下端と
して決定する。表示領域決定部２４は、断層像の左右端を表示領域の左右端とし、断層像
の上端を表示領域の上端として決定する。
【００６７】
　表示領域決定部２４は、断層像のうち表示領域に含まれる複数の画素を、断層表示像と
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して、シネメモリ１７、記憶部１９、表示部２１に出力する。表示領域決定部２４は、断
層像のうち表示領域に含まれない画素を削除する。なお、表示領域決定部２４は、断層像
の表示領域に含まれない画素を、非表示領域として、記憶部１９に記憶させてもよい。こ
の時、表示領域決定部２４は、断層表示像と非表示領域とを結合させることにより、元の
断層像を発生させることも可能である。
【００６８】
　また、表示領域決定部２４は、画素値の代わりに輝度値、または色相に関する値を用い
てもよい。このとき、表示領域決定部２４は、第１の閾値とは異なる第２の閾値を用いる
。なお、表示領域決定部２４は、走査線上のローデータと上記第１、第２の閾値とは異な
る第３の閾値とを比較することにより、画像並列表示モードで表示される断層像のローデ
ータに対する表示領域を決定することも可能である。
【００６９】
　なお、表示領域決定部２４は、断層像の横軸に平行に並ぶ複数の画素からなる複数の行
（以下、複数の画素行と呼ぶ）ごとに、特定された画素が断層像の左端から連続して続く
長さ（または画素数）を特定する。表示領域決定部２４は、複数の画素行にそれぞれ対応
する複数の長さのうち最も短い長さを断層像の横軸の長さから差分する。表示領域決定部
２４は、断層像の左端から差分した長さの位置を、断層像の表示領域の左端として決定し
てもよい。
【００７０】
　また、表示領域決定部２４は、複数の画素行ごとに、特定された画素が断層像の右端か
ら連続して続く長さ（または画素数）を特定する。表示領域決定部２４は、複数の画素行
にそれぞれ対応する複数の長さのうち最も短い長さを断層像の横軸の長さから差分する。
表示領域決定部２４は、断層像の右端から差分した長さの位置を、断層像の表示領域の右
端として決定してもよい。
【００７１】
　縦横比計算部１５は、表示領域決定部２４で決定された断層像の表示領域のサイズを取
得する。縦横比計算部１５は、表示領域の横の長さに対する表示領域の縦の長さの比（縦
横比）を計算する。
【００７２】
　記憶部１９は、第１乃至第３の閾値のうち、表示領域を決定する方法に応じた閾値を記
憶する。
【００７３】
　（画像並列表示機能）　
　画像並列表示機能とは、発生された断層像データまたはローデータに基づいて、表示部
２１で表示される断層像の一部を表示領域として決定し、決定された表示領域の縦横比と
同時表示枚数とに基づいて、複数の表示レイアウトから特定の表示レイアウトを設定し、
設定された特定の表示レイアウトに従って、決定された表示領域で断層像を表示する機能
である。以下、画像並列表示機能に係る処理について説明する。
【００７４】
　図７は、第２の実施形態に係り、発生された断層像のデータに基づいて、断層像の一部
を表示領域として決定し、決定された表示領域の縦横比と、画像の同時表示枚数とに基づ
いて、複数の表示レイアウトから特定の表示レイアウトを選択する手順を示すフローチャ
ートである。
【００７５】
　被検体Ｐに超音波が送信され、断層像のデータが発生される（ステップＳｂ１）。発生
された断層像のデータに基づいて、断層像の一部が表示領域として決定される（ステップ
Ｓｂ２）。入力装置２２を介して、操作者により画像並列表示モードおよび同時表示枚数
が入力される（ステップＳｂ３）。この時、同時表示される医用画像が入力装置２２を介
して選択されてもよい。決定された表示領域のサイズを用いて、表示領域の縦横比が計算
される（ステップＳｂ４）。表示領域の縦横比と入力された同時表示枚数と同時表示閾値
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とに基づいて、複数の表示レイアウトから特定の表示レイアウトが設定される（ステップ
Ｓｂ５）。設定された特定の表示レイアウトに従って、断層像と選択された医用画像とが
、表示部２１に表示される（ステップＳｂ６）。
【００７６】
　（変形例）　
　第２の実施形態との相違は、予め記憶部１９に記憶されたノイズ画像に対する断層像デ
ータ発生部１４で発生された超音波画像の比（Ｓｉｇｎａｌ　ｔｏ　Ｎｏｉｓｅ　ｒａｔ
ｉｏ：以下、Ｓ／Ｎ比と呼ぶ）を、画素ごとに計算し、計算されたＳ／Ｎ比と第４の閾値
とを用いて表示領域を決定することにある。
【００７７】
　記憶部１９は、ノイズ画像を記憶する。ノイズ画像とは、超音波を被検体に送信せずに
、受信処理のみを実行することによって発生される画像である。なお、ノイズ画像は、正
規乱数を用いることにより作成されたホワイトノイズに関する画像であってもよい。記憶
部１９は、第４の閾値を記憶する。第４の閾値は、後述する表示領域決定部２４で断層像
の表示領域を決定するために用いられる。なお、ノイズ画像は、インターフェース部２０
を介して、ネットワークを経由して接続されたＰＡＣＳなどから、読み込まれてもよい。
読み込まれたノイズ画像は、記憶部１９に記憶される。
【００７８】
　表示領域決定部２４は、記憶部１９に記憶されたノイズ画像を読み出す。表示領域決定
部２４は、読み出されたノイズ画像に対する超音波画像のＳ／Ｎ比を、画素ごとに計算す
る。具体的には、表示領域決定部２４は、同一座標を有する画素ごとに、ノイズ画像の画
素値に対する超音波画像の画素値の比を計算する。表示領域決定部２４は、画素ごとに、
Ｓ／Ｎ比を第４の閾値と比較する。表示領域決定部２４は、超音波画像において、第４の
閾値より小さいＳ／Ｎ比に関する複数の画素を特定する。以降の処理は、第２の実施形態
と同一なため説明を省略する。
【００７９】
　なお、表示領域決定部２４は、超音波画像の画素値の代わりに、表示部２１に表示され
た超音波画像の輝度値を用いることも可能である。この時、表示領域決定部２４は、ノイ
ズ画像の画素値の代わりに、表示部２１に表示されたノイズ画像の輝度値を用いる。また
、表示領域決定部２４は、超音波画像の画素値の代わりに、超音波画像のローデータを用
いることも可能である。また、表示領域決定部２４は、画素ごとにＳ／Ｎ比を比較する代
わりに、例えば３画素×３画素などのブロックごとにＳ／Ｎ比の比較を行ってもよい。比
較の対象となるＳ／Ｎ比の値は例えばブロック中心のＳ／Ｎ比の値であってもよいし、ブ
ロック内の各画素のＳ／Ｎ比の平均値であってもよい。
【００８０】
　　（画像並列表示機能）　
　第２の実施形態における表示並列表示機能との相違は、断層像データまたはローデータ
とのノイズ画像のデータとに基づいて画素ごとにＳ／Ｎ比を計算し、Ｓ／Ｎ比と第４の閾
値とを用いて表示領域を決定することにある。
【００８１】
　第２の実施形態における画像並列表示機能との差異は、図７のフローチャートにおいて
、ステップＳｂ２の処理の詳細が以下のように変更されることにある。ステップＳｂ２の
処理は、断層像のデータとノイズ画像のデータとに基づいて、断層像の表示領域を決定す
る処理に変更される。
【００８２】
　以上に述べた構成によれば、以下の効果を得ることができる。　
　本超音波診断装置１によれば、断層像データ発生部１４で発生された画像データまたは
ローデータに基づいて、表示部２１で表示される断層像の表示領域を決定し、決定された
表示領域の縦横比と同時表示枚数とに基づいて、複数の表示レイアウトから特定の表示レ
イアウトを選択することができる。これにより、診断に有用な信号が表示されていない領
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域を除外することができ、表示画面を有効に使用することができる。加えて、操作者が超
音波画像の表示領域を指定および調整する必要がないため、画像並列表示モードに対する
操作性が向上する。さらに、操作者にとって、最も比較がしやすい超音波画像の大きさと
表示レイアウトで、例えば、２画像並列表示を提供することができる。
【００８３】
　加えて、本超音波診断装置１によれば、ノイズ画像を用いて超音波画像の画素ごとにＳ
／Ｎ比を計算し、計算されたＳ／Ｎ比と閾値を用いて、表示領域を決定することができる
。これにより、超音波診断装置ごとのノイズ特性に左右されずに、超音波診断装置ごとの
ノイズ特性を考慮した定量的な表示領域の決定が可能となる。以上のことから、本超音波
診断装置１によれば、操作者の操作を介さずに超音波画像の表示範囲を決定でき、かつ操
作者にとって最適な画像並列表示を提供することができる。
【００８４】
　以上のことから、画像並列表示モードにおいて、操作者の細かな操作を要求することが
ないため、画像並列表示モードにおける操作性が向上し、かつ操作者にとって最適な表示
レイアウトを提供することができる。さらに、画像並列表示モードに用いられる複数の画
像を縮小することなく、かつ視野幅を削ることもないため、操作者が所望する領域を、表
示画面上に表示することができる。また、操作者が所望する超音波画像の表示領域が検査
の状況に合わせて大きく変わることに対応して、操作者の指示なしに表示領域を変更する
ことが可能となる。
【００８５】
　また、第１の実施形態の変形例として、本超音波診断装置１の技術的思想を医用画像処
理装置２５で実現する場合には、例えば図１の構成図における点線内の構成要素を有する
ものとなる。この時、画像並列表示機能に関する処理については、第１の実施形態におけ
る図４のステップＳａ１における「被検体に超音波を送信し、断層像のデータを発生」と
いう処理は、「記憶部に記憶された断層像のデータを読み出し」という処理に変更される
。また、第２の実施形態の変形例として、本超音波診断装置１の技術的思想を医用画像処
理装置２６で実現する場合には、例えば図６の構成図における点線内の構成要素を有する
ものとなる。この時、画像並列表示機能に関する処理については、第２の実施形態におけ
る図７のステップＳｂ１における「被検体に超音波を送信し、断層像のデータを発生」と
いう処理は、「記憶部に記憶された断層像のデータを読み出し」という処理に変更される
。また、医用画像処理装置において、超音波診断装置から出力された断層像のデータなど
を読み込んで、上記処理を実行することも可能である。
【００８６】
　加えて、実施形態に係る各機能は、当該処理を実行するプログラムをワークステーショ
ン等のコンピュータにインストールし、これらをメモリ上で展開することによっても実現
することができる。このとき、コンピュータに当該手法を実行させることのできるプログ
ラムは、磁気ディスク（フロッピー（登録商標）ディスク、ハードディスクなど）、光デ
ィスク（ＣＤ－ＲＯＭ、ＤＶＤなど）、半導体メモリなどの記憶媒体に格納して頒布する
ことも可能である。
【００８７】
　本発明のいくつかの実施形態を説明したが、これらの実施形態は、例として提示したも
のであり、発明の範囲を限定することは意図していない。これら新規な実施形態は、その
他の様々な形態で実施されることが可能であり、発明の要旨を逸脱しない範囲で、種々の
省略、置き換え、変更を行うことができる。これら実施形態やその変形は、発明の範囲や
要旨に含まれるとともに、特許請求の範囲に記載された発明とその均等の範囲に含まれる
ものである。
【符号の説明】
【００８８】
　１…超音波診断装置、１１…超音波プローブ、１２…装置本体、１３…走査部、１４…
断層像データ発生部、１５縦横比計算部、１６…レイアウト設定部、１７…シネメモリ、
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１８…画像合成部、１９…記憶部、２０…インターフェース部、２１…表示部、２２…入
力装置、２３…制御プロセッサ（ＣＰＵ）、２４…表示領域決定部、２５…第１の実施形
態の医用画像処理装置、２６…第２の実施形態の医用画像処理装置、１３１…超音波送信
ユニット、１３１Ａ…パルス発生器、１３１Ｂ…送信遅延回路、１３１Ｃ…パルサ回路、
１３２…超音波受信ユニット、１３２Ａ…プリアンプ、１３２Ｂ…受信遅延回路、１３２
Ｃ…加算器、１４１…Ｂモード処理ユニット、１４２…ドプラ処理ユニット、１４３…画
像生成ユニット

【図１】 【図２】
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